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６
月
定
例
会
初
日
の
12
日
に
、
平
田

文
彦
議
長
、
戸
田
二
郎
副
議
長
が
そ
れ

ぞ
れ
議
長
・
副
議
長
を
辞
職
し
た
こ
と

に
伴
い
、
後
任
の
議
長
と
副
議
長
を
決

め
る
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
長
に
清
水
お
さ
む
議
員
を
、
副
議

長
に
氏
原
嗣
志
議
員
を
新
た
に
選
出
し

ま
し
た
。

議　長
清
し

　水
みず

　おさむ
副議長

氏
うじ

　原
はら

　嗣
つぐ

　志
し

議
長
・
副
議
長
を
選
出

議
長
・
副
議
長
を
選
出
　

選
挙
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
議
長
選
挙
〕

清
水
お
さ
む
（
自
由
民
主
党
・
中
道
の
会
）
20
票

岡
﨑　

邦
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
８
票

迫　
　

哲
郎
（
日
本
共
産
党
）
６
票

〔
副
議
長
選
挙
〕

氏
原　

嗣
志
（
自
由
民
主
党
・
中
道
の
会
）
21
票

木
村　
　

亘
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
７
票

浜
口
佳
寿
子
（
日
本
共
産
党
）
６
票

　

常
任
委
員
会
委
員
・

　
　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
決
ま
る

　

16
日
に
、
予
算
決
算
、
総
務
、
経
済

文
教
、
建
設
環
境
、
厚
生
の
各
常
任
委

員
会
委
員
（
予
算
決
算
以
外
の
常
任
委

員
会
の
名
簿
は
12
ペ
ー
ジ
）
と
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び

円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
議
事
の
順

序
等
を
協
議
す
る
議
会
運
営
委
員
会
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
氏
原　

嗣
志　

○
吉
永　

哲
也

　

委
員
は
議
長
を
除
く
全
議
員

議
会
運
営
委
員
会

◎
吉
永　

哲
也　

○
浜
口　

卓
也

　

大
久
保
尊
司　
　

下
本　

文
雄

　

長
尾　

和
明　
　

横
山　

公
大

高
知
県
競
馬
組
合
議
会
議
員

　

30
日
に
、
高
知
県
競
馬
組
合
議
会
議

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

宮
本　

直
樹　
　

平
田　

文
彦

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
や
広
聴
活
動
に

携
わ
る
広
報
広
聴
委
員
会
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
横
山　

公
大　
　

西
村　

昭
夫

　

猪
野　
　

恵　
　

浜
口
佳
寿
子

　

藤
木
真
由
美　
　

楠
目
慎
一
郎

　

岡
﨑　

邦
子　
　

大
田　

芳
男

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

　

６
月
定
例
会
（
第
５
０
８
回
）

　

６
月
12
日
か
ら
30
日
ま
で
の
19
日
間

の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
市
長
が
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
16
件
の
議
案
に
つ
い
て
提

案
理
由
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
正
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
選

挙
を
行
い
、
議
長
に
清
水
お
さ
む
議
員
、

副
議
長
に
氏
原
嗣
志
議
員
を
選
出
し
ま

し
た
。

　

16
日
に
は
、
予
算
決
算
、
総
務
、
経

済
文
教
、
建
設
環
境
、
厚
生
の
５
つ
の

常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

17
日
か
ら
20
日
ま
で
の
個
人
質
問
に

は
16
人
が
立
ち
、
財
政
、
防
災
対
策
、

健
康
福
祉
行
政
、
環
境
行
政
、
商
工
振

興
行
政
、
農
林
水
産
行
政
、
教
育
行
政

な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
問
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
例
会
の
概
要

　

市
長
提
出
議
案　

最
終
日
に
は
、
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
16
件
の
議
案
に

つ
い
て
、
全
会
一
致
で
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
議
案
、
人
権

擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議
案

の
３
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
同
意
ま
た
は
異
議
な
き
旨

答
申
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案　

意
見
書
議
案
で
は
、

公
立
医
療
機
関
等
の
厳
し
い
経
営
状
況

に
対
す
る
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書
議

案
な
ど
６
件
の
議
案
を
提
出
し
、
う
ち

２
件
を
全
会
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

人
　
事
　
議
　
案

　

６
月
定
例
会
最
終
日
の
６
月
30
日
に
、

市
長
か
ら
監
査
委
員
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
議
案
、
人
権

擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議
案

が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
ま
た
は

異
議
な
き
旨
答
申
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

　

髙
木　
　

妙　
　

藤
川　

裕
介

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

見
元
奏
三
郎　
　

宮
部
久
美
子

人
権
擁
護
委
員

　

内
川　

由
加　
　

近
藤　

啓
明

　

森
本　

稔
彰　
　

山
本　

哲
也

　

吉
松
伸
二
郎



　本市議会では、会派ごとに所属議員１人につき月額10万円の政務活動費を交付しており、令和６
年度の執行状況は次のとおりです。なお、収支報告書および領収書の写しなどの関係書類は、９月
１日から、議会図書室と本市議会ホームページで公開します。
　詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。（☎ 823－9400）

会　派
項　目

自由民主党
・中道の会
（14人）

市民クラブ
（６人）

日本共産党
（６人）

公 明 党
（６人）

さきがけ高知
（１人）

参政党
（１人） 合計

収
入

交 付 額 16,800,000  7,900,000  7,200,000  7,200,000  400,000  1,200,000  40,700,000  
利 息 1,793  302  1,074  1,373  38  293  4,873  

計 16,801,793  7,900,302  7,201,074  7,201,373  400,038  1,200,293  40,704,873  

支　
　
　
　
　
　
　
　

出

１ 調 査 研 究 費 3,782,884  744,066  356,136  993,406  0  83,900  5,960,392  
２ 研 修 費 319,744  1,223,486  986,155  186,931  0  0  2,716,316  
３ 要 請 ･ 陳 情 活 動 費 0  0  278,880  0  0  0  278,880  
４ 会 議 費 0  0  0  0  0  0  0  
５ 資 料 作 成 費 0  0  0  0  0  0  0  
６ 資 料 購 入 費 123,502  808,541  612,408  462,624  39,335  0  2,046,410  
７ 広 報 広 聴 費 7,245,469  2,720,541  1,609,824  493,900  0  0  12,069,734  
８ 人 件 費 0  0  0  0  0  0  0  
９ 事 務 諸 費 1,075,959  971,758  734,900  1,149,348  4,390  0  3,936,355  

計 12,547,558  6,468,392  4,578,303  3,286,209  43,725  83,900  27,008,087  
政務活動費返還額 4,254,235  1,431,910  2,622,771  3,915,164  356,313  1,116,393  13,696,786  

（単位：円）
政務活動費会派別一覧

令和 6年度の政務活動費の執行状況をお知らせします令和 6年度の政務活動費の執行状況をお知らせします

※市民クラブの所属議員数は、６年４月から10月までは７人、11月から７年３月までは６人です。
※さきがけ高知は６年11月に結成され、交付期間は６年12月から７年３月までです。

１調査研究費　市の事務および地方行財政等に関する調査研究および調査委託に要する経費
２研　修　費　研究会もしくは研修会を開催するため必要な経費または会派所属議員等が他

の団体の開催する研究会もしくは研修会に参加するために要する経費
３要請・陳情活動費　要請、陳情活動に要する経費
４会　議　費　会議に要する経費および会派所属議員等が他の団体の開催する各種会議に参

加するために要する経費
５資料作成費　資料作成に要する経費
６資料購入費　資料等の購入に要する経費
７広報広聴費　政務活動、議会活動および市の政策について住民に報告・周知するために要

する経費ならびに住民からの市政および会派の活動に対する要望、意見等を
吸収するための会議および住民相談等の活動に要する経費

８人　件　費　補助職員の雇用に要する経費
９事 務 諸 費　消耗品の購入、事務機器の修理等に要する経費

支出項目の内容

※会派が行う市政の課題および市民の意思を把握し、市政に反映させる活動、その他市民福祉
の増進を図るために必要な活動（政務活動）に要するものが対象
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６
月
定
例
会
（
審
議
日
程
）

12
日　

開
会

市
長
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明

議
長
・
副
議
長
選
挙

16
日　

常
任
・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　

の
選
任

17
日　

個
人
質
問

　
　

吉
永　

哲
也
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

　
　

岡
田
は
る
か
（
日
本
共
産
党
）

　
　

藤
木
真
由
美
（
日
本
共
産
党
）

　
　

髙
橋　

裕
忠
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

18
日　
　

　
　

岡
﨑　
　

豊
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

藤
川　

裕
介
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

　
　

神
岡　

俊
輔
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

楠
目
慎
一
郎
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

19
日

　
　

岡
﨑　

邦
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

山
根　

堂
宏
（
公　

明
　

党
）

　
　

宮
本　

直
樹
（
日
本
共
産
党
）

　
　

上
田
亜
矢
子
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

20
日

　
　

伴　
　

武
澄
（
さ
き
が
け
高
知
）

　
　

髙
木　
　

妙
（
公　

明
　

党
）

　
　

浜
口　

卓
也
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

　
　

浜
口
佳
寿
子
（
日
本
共
産
党
）

23
日　

常
任
委
員
会

26
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体
会

30
日　

常
任
委
員
長
報
告　

討
論

　

採
決　

人
事
議
案
提
案
理
由
説
明

　

採
決　

閉
会

　

９
月
定
例
会
の
日
程
に
つ
い
て

　

９
月
定
例
会
の
日
程
の
め
ど
に
関

し
て
は
、
開
会
予
定
日
は
９
月
９
日

（
火
）
で
、
閉
会
予
定
日
は
９
月
30

日
（
火
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
式
な
日
程
は
、
８
月
下
旬
に
開

催
予
定
の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定

さ
れ
ま
す
。
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財
政
問
題
に
つ
い
て

　

昨
年
約
４
千
人
も
の
人
口
が
減
少
、

ま
た
財
政
３
指
数
も
中
核
市
62
市
中
全

て
が
下
位
で
あ
る
高
知
市
。
抜
本
的
な

改
革
を
す
べ
き
と
き
で
は
な
い
の
か
。

問

昨
年
度
開
催
し
た
外
部
委
員
に

よ
る
財
政
問
題
懇
話
会
で
の
意
見
を
踏

ま
え
、
ど
ん
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
。

答

令
和
８
年
度
当
初
予
算
編
成
の

財
源
が
厳
し
い
状
況
。
ま
ず
は
短
期
的

財
源
確
保
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

全
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
廃
止
や

縮
小
も
含
め
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
見
直

し
に
向
け
素
案
を
作
成
中
で
あ
る
。

問

平
成
28
年
策
定
の
第
一
期
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
で
２
０

５
５
年
ま
で
に
延
床
面
積
を
32
％
削
減

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
状
は
。

答

本
庁
舎
の
建
て
替
え
等
も
あ
り
、

結
果
的
に
は
削
減
は
進
ん
で
い
な
い
。

問

現
状
を
踏
ま
え
、
次
期
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
に
ど
う
生

か
す
の
か
。

答

建
築
年
度
等
を
限
定
せ
ず
、
設

置
目
的
等
に
立
ち
返
り
、
配
置
や
保
有

量
を
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
連
携
し
、

計
画
を
具
体
化
し
て
い
く
。

　本市議会ホームページで、
過去１年間の本会議における
質疑および一般質問の映像を
録画で配信しています。

個人質問自由民主党・中道の会（14人）☎ 823−9401　FAX 873−0121

市 民 ク ラ ブ（６人）☎ 823−9402　FAX 802−3055

日 本 共 産 党（６人）☎ 823−9404　FAX 823−9558

公　　明　　党（６人）☎ 823−9403　FAX 871−2485

さ き が け 高 知 （１人）☎ 856−9587　FAX 823−9350

参　　政　　党（１人）☎ 803−5063　FAX 823−9350

会派の構成と電話・FAX番号

※さきがけ高知、参政党のＦＡＸ番号は議会事務局直通です。

「
生
理
の
貧
困
」
対
策
か
ら
、
不
安
な

く
生
理
用
品
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
「
生

理
の
尊
厳
」
保
障
へ
発
展
さ
せ
た
対
応

を
市
長
に
求
め
る

問

取
り
組
む
意
義
は
。

答

女
性
は
貧
困
な
ど
生
活
上
の
困

難
に
陥
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
女
性
の
健

康
や
尊
厳
に
関
わ
る
重
要
な
人
権
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。

問

他
自
治
体
で
進
ん
で
い
る
よ
う

に
公
共
施
設
へ
の
設
置
は
考
え
な
い
か
。

答

相
談
支
援
等
に
つ
な
が
る
こ
と

が
測
り
づ
ら
く
、
今
の
と
こ
ろ
予
定
し

て
い
な
い
。
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

生
徒
の
「
生
理
に
よ
る
欠
席
」
が
不
利

益
に
な
ら
な
い
よ
う
、
教
育
長
へ
対
応

を
求
め
る　

問

生
理
に
よ
る
欠
席
で
内
申
に
影

響
が
生
じ
る
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

本
人
に
責
任
の
な
い
、
や
む
を

得
な
い
理
由
で
の
欠
席
に
よ
っ
て
不
利

益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
の

は
当
然
と
考
え
る
。

問

不
利
益
が
あ
る
場
合
の
対
応
は
。

答

現
状
の
方
策
の
中
で
丁
寧
に
対

応
し
て
お
り
、
現
状
を
し
っ
か
り
と
見

極
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

不
登
校
に
つ
い
て
、
子
ど
も
も
保
護
者

も
安
心
で
き
る
支
援
を
、
競
争
と
管
理

で
は
な
く
子
ど
も
を
人
間
と
し
て
大
切

に
す
る
学
校
を　

問

登
校
が
安
定
し
な
い
子
ど
も
た

ち
の
選
択
肢
と
な
る
「
学
び
の
多
様
化

学
校
」
の
設
置
に
向
け
た
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
と

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答

設
置
検
討
チ
ー
ム
で
協
議
・
検

討
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
の
開

校
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
た
い
。

特
別
支
援
教
育
の
拡
充
を

問

「
Ｌ
Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
」
通
級
指

導
教
室
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答

自
閉
症
・
情
緒
障
害
も
加
え
、

今
年
度
新
た
に
２
校
を
開
設
し
、
小
学

校
４
校
５
教
室
、
中
学
校
１
校
１
教
室

で
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

全
て
の
市
民
の
投
票
権
を
保
障
す
る
選

挙
制
度
を

問

移
動
支
援
、
移
動
投
票
の
検
討
、

郵
便
投
票
の
対
象
拡
大
を
。

答

移
動
支
援
、
移
動
投
票
は
、
限

ら
れ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
と
予
算
の
も
と
で

新
た
な
事
業
は
困
難
。
郵
便
投
票
は
、

対
象
の
拡
大
や
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党

岡
おか
田
だ
はるか

日本共産党

藤
ふじ
木
き
真
ま
由
ゆ
美
み

自由民主党
・中道の会

吉
よし
永
なが
　哲

てつ
也
や
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令
和
６
年
度
決
算
見
込
み

問

収
支
改
善
額
を
問
う
。

答

決
算
は
財
政
調
整
基
金
13
億
円

を
取
崩
し
、
５
億
４
千
万
円
の
実
質
収

支
が
確
保
で
き
る
と
市
長
は
答
弁
し
た
。

農
協
の
役
割
に
つ
い
て

問

農
協
の
評
価
と
連
携
を
問
う
。

答

共
同
出
荷
体
制
は
産
地
と
し
て

の
信
頼
性
を
高
め
、
販
路
を
多
様
化
し

所
得
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
本
市
の

農
業
基
本
計
画
と
も
整
合
を
図
っ
て
お

り
、
今
後
も
連
携
を
密
に
し
、
取
組
を

強
化
し
た
い
と
、
市
長
は
答
弁
し
た
。

プ
ー
ル
事
故
対
応
に
つ
い
て

問

子
ど
も
た
ち
の
命
と
学
び
を
守

る
教
育
行
政
の
覚
悟
を
問
う
。

答

命
を
守
る
こ
と
は
何
よ
り
も
重

要
な
使
命
で
あ
る
。
児
童
生
徒
の
命
と

安
心
・
安
全
を
第
一
に
施
策
を
推
進
す

る
覚
悟
だ
と
、
教
育
長
は
答
弁
し
た
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

問

第
２
期
高
知
市
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
基
本
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

答

５
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、

高
齢
・
障
が
い
の
分
野
ご
と
に
評
価
指

数
を
定
め
、
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て

い
く
と
、
担
当
部
長
は
答
弁
し
た
。

行
財
政
改
革
の
推
進

問

政
治
決
断
を
行
い
、
総
論
賛
成

・
各
論
反
対
か
ら
抜
け
出
し
、
前
向
き

な
行
財
政
運
営
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

答

事
務
事
業
の
総
点
検
に
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
前
向
き
な
姿
勢
で

財
政
健
全
化
に
全
力
を
尽
く
す
。

こ
う
ち
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

問

奨
学
金
を
利
用
す
る
学
生
は
約

半
数
。
県
の
上
乗
せ
支
援
と
し
て
始
ま

っ
た
本
事
業
の
取
組
状
況
と
課
題
は
。

答

来
年
度
に
向
け
た
企
業
登
録
数

は
県
全
体
で
64
社
。
当
該
事
業
を
よ
り

良
い
制
度
と
し
、
活
用
を
推
進
す
る
た

め
に
企
業
や
支
援
対
象
者
か
ら
の
声
を

聞
き
、
効
果
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

問

潮
江
地
区
を
は
じ
め
、
今
後
の

地
区
別
事
前
復
興
Ｗ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ｓ
等
で
希
望
が
あ

れ
ば
、
防
災
集
団
移
転
事
業
を
活
用
し

事
前
移
転
を
進
め
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

答

移
転
先
適
地
の
確
保
や
土
地
利

用
の
制
限
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
財
政

的
な
負
担
等
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
当

該
事
業
は
制
度
の
緩
和
等
も
あ
っ
た
た

め
、
国
の
動
向
も
注
視
し
、
ご
意
見
を

丁
寧
に
聞
き
な
が
ら
可
能
性
を
探
る
。

犯
罪
被
害
者
支
援
に
特
化
し
た
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問

犯
罪
被
害
者
の
支
援
に
特
化
し

た
条
例
に
つ
い
て
、
本
市
で
制
定
に
向

け
た
検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答

（
市
長
）
犯
罪
被
害
は
誰
に
で

も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
予
期
せ

ず
巻
き
込
ま
れ
た
被
害
者
や
そ
の
ご
家

族
ま
た
は
ご
遺
族
に
と
り
ま
し
て
は
、

加
害
者
に
よ
る
直
接
的
な
権
利
侵
害
だ

け
で
な
く
、
長
期
に
わ
た
り
様
々
な
困

難
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
平

成
17
年
に
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」

が
施
行
さ
れ
、
同
法
に
基
づ
く
「
犯
罪

被
害
者
等
基
本
計
画
」
に
沿
っ
た
支
援

活
動
が
広
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
高

知
県
で
も
令
和
２
年
に
「
高
知
県
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
本
市
と
し
て
も
、
市
民
に
最
も

身
近
な
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
被
害
者

等
の
方
々
の
心
情
や
実
情
に
寄
り
添
っ

た
き
め
細
や
か
な
支
援
の
必
要
性
を
認

識
し
て
お
り
、
県
や
関
係
団
体
等
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
も
特
化
条
例
が
必
要
と
考
え
、
８

年
度
か
ら
の
施
行
を
目
指
し
前
向
き
に

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

自由民主党
・中道の会

藤
ふじ
川
かわ
　裕

ゆう
介
すけ

自由民主党
・中道の会

髙
たか
橋
はし
　裕

ひろ
忠
ただ

市民クラブ

岡
おか
﨑
ざき
　豊
ゆたか

市民クラブ

神
かみおか
岡　俊

しゅんすけ
輔

県
に
よ
る
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

問

先
行
す
る
奈
良
県
で
は
、
平
成

24
年
に
財
政
負
担
の
大
き
さ
や
消
防
力

の
低
下
が
見
込
ま
れ
る
と
し
、
奈
良
市

と
生
駒
市
が
県
消
防
か
ら
脱
退
し
て
い

る
。
市
長
は
こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

奈
良
市
は
広
域
化
を
主
導
す
る

国
や
県
か
ら
の
財
政
負
担
が
見
込
め
ず
、

そ
れ
が
脱
退
理
由
の
一
つ
だ
と
聞
く
。

　

本
市
も
県
消
防
へ
の
財
政
負
担
が
ど

う
な
る
か
は
大
変
重
要
な
課
題
だ
と
考

え
る
。
５
月
の
高
知
県
消
防
広
域
化
基

本
計
画
あ
り
方
検
討
会
で
、
本
市
の
財

政
負
担
増
や
消
防
力
の
低
下
が
生
じ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
奈
良
市
と
同
様
の
判

断
に
な
り
か
ね
な
い
と
県
に
伝
え
た
。

問

県
は
来
年
１
月
に
は
広
域
化
基

本
計
画
案
作
成
を
予
定
し
て
い
る
が
、

日
程
が
迫
る
な
か
、
内
容
を
市
民
に
し

っ
か
り
伝
え
る
に
は
、
本
市
の
「
あ
か

る
い
ま
ち
」
で
の
積
極
的
な
周
知
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
市
長
に
伺
う
。

答

県
は
関
連
会
議
ご
と
に
議
事
録

等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
、

本
市
も
議
員
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
や
、

市
長
定
例
記
者
会
見
な
ど
で
の
周
知
を

図
り
た
い
。
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市
長
の
政
治
姿
勢

問

Ｆ
３
５
Ｂ
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
が

42
日
間
高
知
空
港
に
駐
機
し
た
件
に
対

し
て
の
認
識
等
を
伺
う
。

答

県
を
通
じ
中
国
四
国
防
衛
局
に

情
報
提
供
を
求
め
る
等
の
対
応
を
取
る
。

養
育
費
の
未
払
い
に
つ
い
て

問

離
婚
後
の
養
育
費
の
支
払
い
を

取
り
決
め
て
い
る
の
は
現
状
半
分
ほ
ど
。

親
権
を
持
た
な
い
親
の
義
務
で
は
あ
る

が
４
人
に
３
人
が
未
払
い
、
そ
の
上
罰

則
規
定
も
な
い
。
親
権
は
ほ
ぼ
母
親
が

持
っ
て
お
り
、
厳
し
い
中
、
子
育
て
を

し
て
い
る
。
明
石
市
で
は
「
養
育
費
立

替
払
い
制
度
」
を
政
策
と
し
て
進
め
て

い
る
が
本
市
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答

県
の
助
成
事
業
や
他
の
自
治
体

の
事
例
を
参
考
に
可
能
な
支
援
策
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

業
務
構
造
の
可
視
化
と
業
務
の
集
約
化
、

職
員
体
制
と
人
件
費
抑
制

問

今
年
度
の
行
革
で
市
長
が
掲
げ

る
「
業
務
執
行
体
制
の
見
直
し
、
各
所

属
の
執
行
体
制
の
現
状
調
査
・
検
証
、

重
複
業
務
の
集
約
化
と
職
員
の
適
正
配

置
」
の
概
要
を
伺
う
。

答

令
和
３
年
度
の
業
務
量
調
査
に

よ
り
、
業
務
を
正
職
員
が
担
う
べ
き
コ

ア
業
務
と
そ
れ
以
外
の
ノ
ン
コ
ア
業
務

に
分
類
し
、
こ
れ
ま
で
ノ
ン
コ
ア
業
務

は
多
様
な
任
用
制
度
の
活
用
、
業
務
の

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
や
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ

の
活
用
に
取
り
組
む
な
ど
し
て
、
正
職

員
が
コ
ア
業
務
に
従
事
す
る
時
間
を
増

や
し
て
き
た
。

　

今
年
度
は
事
務
事
業
の
見
直
し
と
並

行
し
て
、
業
務
執
行
体
制
も
見
直
し
、

具
体
的
な
業
務
に
焦
点
を
当
て
た
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
全
庁
で
重
複
し
て

い
る
業
務
の
集
約
や
、
隣
接
す
る
複
数

課
の
業
務
を
担
当
す
る
会
計
年
度
任
用

職
員
の
配
置
な
ど
に
よ
る
職
員
の
適
正

配
置
を
進
め
、
新
た
な
人
員
の
創
出
や

職
員
定
数
・
人
件
費
の
抑
制
を
図
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
持
続
的
に
可

能
と
す
る
組
織
体
制
を
構
築
し
た
い
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問

市
長
と
し
て
、
本
市
の
人
口
減

少
に
対
し
、
ど
の
政
策
領
域
を
優
先
し
、

い
か
な
る
原
則
に
基
づ
い
て
行
政
資
源

の
「
選
択
」
「
集
中
」
を
行
う
か
、
今

後
の
基
本
姿
勢
と
ト
ッ
プ
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
考
え
を
伺
う
。

答

人
口
減
少
は
本
市
が
直
面
す
る

喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動
員
し
、

全
庁
挙
げ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
当
然
皆

さ
ん
方
の
要
望
と
い
う
の
は
多
種
多
様

で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
切
れ
目

な
く
や
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

何
を
決
断
す
る
か
は
、
網
羅
的
に
人
口

減
少
対
策
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
、
市
政
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
事
業
と
し
て
上
が
っ

て
い
ま
す
が
、
全
て
こ
の
人
口
減
少
対

策
と
い
う
も
の
に
集
中
を
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
喫
緊
の
課
題
に
対
し

て
、
他
の
自
治
体
の
成
功
事
例
等
も
参

考
に
本
市
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
全
力
で
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
浜
小
水
泳
授
業
再
開
に
向
け
て
、
保

護
者
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
保
護
者

か
ら
「
再
開
を
急
ぎ
す
ぎ
」
「
不
安
し

か
な
い
」
「
な
ぜ
教
育
長
が
来
て
い
な

い
の
か
」
等
厳
し
い
指
摘
も
出
て
い
る
。

事
故
当
該
校
だ
か
ら
こ
そ
、
教
育
長
が

出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現

場
丸
投
げ
で
は
な
い
か
。
「
欠
席
」
で

は
保
護
者
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

問

保
護
者
と
の
信
頼
回
復
の
た
め

に
も
、
教
育
長
は
出
席
す
べ
き
。
な
ぜ

欠
席
の
判
断
に
至
っ
た
の
か
。　

答

学
校
の
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め

に
も
校
長
自
ら
が
職
責
を
果
た
す
こ
と
、

そ
し
て
、
教
職
員
が
仕
事
に
対
す
る
自

信
や
組
織
の
一
員
と
し
て
の
一
体
感
を

取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。

消
防
広
域
化
基
本
計
画
案
の
作
成
ま
で

時
間
が
な
い
。
住
民
へ
の
説
明
も
必
要
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
無
理
が
あ
る
。

問

本
市
に
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば

県
が
進
め
る
基
本
構
想
に
は
参
加
し
な

い
可
能
性
が
あ
る
か
、
市
長
に
聞
く
。

答

市
民
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の

か
が
重
要
。
ま
た
本
市
の
財
政
負
担
が

相
当
額
に
な
り
、
消
防
力
も
低
下
す
る

場
合
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市民クラブ

楠
くず
目
め
慎
しん
一
いち
郎
ろう

市民クラブ

岡
おか
﨑
ざき
　邦

くに
子
こ

公明党

山
やま
根
ね
　堂

たか
宏
ひろ

日本共産党

宮
みや
本
もと
　直

なお
樹
き

　

そ
の
他
、
令
和
６
年
施
行
の
「
女
性

支
援
法
」
の
中
の
女
性
相
談
支
援
員
配

置
を
要
望
、
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

２
０
２
６
」
で
さ
ら
な
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
社
会
の
推
進
を
期
待
す
る
。
ま
た
、

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
に
関
し

て
、
県
と
し
っ
か
り
連
携
し
実
現
に
向

け
て
高
知
市
の
英
断
を
強
く
求
め
る
。
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外
国
人
雇
用
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

問

昨
年
来
、
バ
ス
運
転
手
不
足
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
担
当
職

員
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
ア
イ
デ

ア
や
議
論
が
聞
こ
え
る
環
境
が
必
要
。

県
外
で
は
、
す
で
に
外
国
人
の
採
用
も

始
ま
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
ど
う
か
。

答

外
国
人
の
採
用
は
、
専
門
的
な

日
本
語
教
育
の
実
施
や
、
賃
金
な
ど
の

面
で
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

高
知
駅
は
バ
ス
結
節
点
で
は
な
い

問

高
知
市
内
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
３
カ
所
つ
く
る
構
想
が
あ
る
が
、
唐

突
で
理
由
も
分
か
ら
な
い
。
も
っ
と
考

え
て
ほ
し
い
。

答

高
知
駅
と
県
庁
前
の
区
間
が
、

最
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

決
め
た
。
は
り
ま
や
橋
観
光
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
は
、
観
光
と
の
つ
な
が
り
。

土
佐
山
小
水
力
発
電
は
ど
う
な
っ
た
か

問

過
去
に
、
土
佐
山
に
小
水
力
発

電
構
想
が
持
ち
上
が
っ
た
。
当
時
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取
制
度
で
コ
ス
ト
的

に
も
成
り
立
つ
可
能
性
が
あ
っ
た
の
に
、

完
成
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答

運
転
し
て
い
な
い
の
は
、
資
材

コ
ス
ト
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
と
考
え
る
。

市
政
課
題
の
解
決
の
た
め
に

問

町
内
会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

今
後
の
町
内
会
活
動
に
お
い
て

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
は
、

担
い
手
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
解
決
の

１
つ
の
方
策
に
な
る
と
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
町
内
会
活
動
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
推
進
の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

問

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ
の
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

答

全
て
の
方
々
が
不
自
由
な
く
利

用
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ
の
充

実
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
環
境

整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

産
後
の
直
接
支
援
が
重
要

問

産
後
支
援
の
訪
問
支
援
事
業
を

拡
大
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

拡
大
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
。

問

サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
を
確
保
す

る
担
い
手
育
成
を
ど
う
図
る
か
。

答

子
育
て
中
の
家
庭
が
必
要
と
す

る
支
援
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
多
様
な

担
い
手
の
確
保
は
必
須
で
あ
り
、
そ
の

質
と
量
の
確
保
も
念
頭
に
置
き
、
県
の

交
付
金
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

本
市
の
子
育
て
支
援
事
業
を
進
め
た
い
。

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

問

県
主
導
で
議
論
中
だ
が
、
財
政

や
人
員
の
負
担
、
現
場
職
員
の
不
安
な

ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
住
民
の
命
に

関
わ
る
重
要
な
課
題
。
国
・
県
か
ら
の

財
政
支
援
や
制
度
整
備
、
市
民
へ
の
丁

寧
な
説
明
を
前
提
に
、
慎
重
に
議
論
す

べ
き
だ
が
考
え
を
問
う
。

答

現
時
点
で
賛
否
を
明
確
に
す
る

こ
と
は
困
難
だ
が
、
県
の
示
す
構
想
の

検
証
を
注
視
し
つ
つ
、
検
討
を
進
め
る

方
針
。
本
市
の
消
防
力
低
下
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
市
民
や
議
会
へ
の
丁
寧

な
説
明
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

メ
タ
バ
ー
ス
の
活
用
に
つ
い
て

問

学
び
、
防
災
、
観
光
特
産
品
販

売
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
応
用
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
。
庁
内
の
連
携
を

強
め
、
分
野
横
断
で
の
活
用
を
検
討
す

べ
き
だ
が
考
え
を
問
う
。

答

観
光
や
産
業
振
興
な
ど
の
分
野

で
メ
タ
バ
ー
ス
活
用
の
可
能
性
を
感
じ

て
お
り
、
来
年
度
の
よ
さ
こ
い
高
知
文

化
祭
で
の
活
用
を
検
討
中
。
学
び
や
防

災
分
野
に
も
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
政
策

企
画
部
を
中
心
に
関
係
部
署
と
連
携
し

な
が
ら
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

長
浜
小
学
校
児
童
プ
ー
ル
事
故
後
の
教

育
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て

問

長
浜
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
の
水

泳
授
業
に
お
い
て
、
周
囲
へ
の
配
慮
か

ら
笛
な
ど
の
鳴
り
物
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
が
、
今
後
は
改
善
さ
れ
る
の
か
。

答

本
年
度
、
教
育
委
員
会
が
作
成

し
た
小
学
校
に
お
け
る
水
泳
授
業
の
安

全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
監
視
者
は

「
笛
を
着
用
す
る
こ
と
」
と
し
て
お
り
、

長
浜
小
学
校
で
も
指
導
者
と
監
視
者
は

笛
を
着
用
す
る
こ
と
と
し
、
全
教
職
員

で
共
有
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ョ
ウ
の
ハ
チ
と
兵
士
の
像
に
つ
い
て

問

今
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
の
年

で
あ
り
、
本
市
出
身
の
成
岡
正
久
さ
ん

と
ヒ
ョ
ウ
の
ハ
チ
の
物
語
を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
活
動
さ
れ
て
い
る
「
ハ
チ
の

像
を
建
て
る
会
」
の
皆
さ
ま
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
率
直
な
感
想
を
市
長
に

聞
く
。

答

ハ
チ
の
像
が
建
立
さ
れ
、
多
く

の
市
民
に
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
特

に
子
ど
も
た
ち
が
ハ
チ
の
物
語
に
触
れ
、

戦
争
の
悲
惨
さ
や
命
の
尊
さ
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
で
、
そ
の
思
い
が
引
き
継
が

れ
る
こ
と
を
願
う
。

自由民主党
・中道の会

上
うえ
田
だ
亜
あ
矢
や
子
こ

さきがけ高知

伴
ばん
　武

たけ
澄
ずみ

公明党

髙
たか
木
ぎ
　妙

たえ

自由民主党
・中道の会

浜
はま
口
ぐち
　卓

たく
也
や
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潮
江
等
地
区
別
「
事
前
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
策
定
に
は
地
元
住
民
へ
の
周

知
、
多
様
な
意
見
反
映
が
不
可
欠

問

計
画
は
地
域
の
代
表
者
に
よ
る

３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
決
め
る
予

定
。
建
築
制
限
の
予
定
案
な
ど
地
元
住

民
の
多
く
は
策
定
す
る
こ
と
も
知
ら
な

い
。
そ
の
認
識
と
対
応
を
伺
う
。

答

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
地
域
活

動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
幅
広
く

意
見
を
聴
き
、
中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
意
見
募
集
、

広
報
紙
で
の
周
知
を
図
っ
て
進
め
る
。

六
泉
寺
町
市
住
建
替
に
伴
う
退
去
に
は
、

居
住
者
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を

問

退
去
に
関
す
る
説
明
は
全
世
帯

に
必
要
。
事
情
で
説
明
会
に
出
ら
れ
な

か
っ
た
１
１
０
世
帯
へ
の
対
応
を
伺
う
。

答

欠
席
者
に
は
説
明
資
料
を
配
布

し
た
。
今
後
の
移
転
希
望
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
際
に
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
説

明
し
、
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
。

問

市
の
都
合
で
退
去
を
求
め
る
方

に
原
状
回
復
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答

家
財
な
ど
の
運
搬
費
用
を
補
償

費
と
し
て
支
払
う
。
増
築
物
の
撤
去
は

個
別
に
相
談
し
、
柔
軟
に
対
応
す
る
。

　

本
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
本
会

議
お
よ
び
予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体

会
の
映
像
を
生
中
継
お
よ
び
録
画
（
過

去
１
年
間
）
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

映
像
配
信
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

本
会
議
お
よ
び
予
算
決
算
常
任
委
員

会
全
体
会
の
録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
し
出
し
準
備
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か
じ
め
、
議

会
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
☎
８
２
３

−

９
４
０
０
）

録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

　

６
月
定
例
会
本
会
議
の
会
議
録
は
９

月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
あ
り
、
本
庁

舎
１
階
の
情
報
公
開
・
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
、
同
３
階
の
議
会
図
書
室
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
、
平
成
６
年

12
月
定
例
会
以
降
の
本
会
議
の
会
議
録

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
19
年
４
月
以
降
の
委
員
会
の

会
議
録
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、
少

し
で
も
早
く
閲
覧
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
同
シ
ス
テ
ム
と
は
別
に
、

完
成
し
た
委
員
会
記
録
か
ら
順
次
、
Ｐ

Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
形
式
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

　

定
例
会
の
本
会
議
お
よ
び
予
算
決
算

常
任
委
員
会
全
体
会
の
模
様
は
、
高
知

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
中
継
し
て
い
ま

す
。 議

会
中
継（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

会

議

録

の

閲

覧

日本共産党

浜
はま
口
ぐち
佳
か
寿
ず
子
こ

会議録はこちら！

映像配信はこちら！本会議、委員会の日程をお知らせしています
　市役所本庁舎の掲示板、高知市ホームページで本会議、
委員会の開催日程をお知らせしています。

《高知市議会事務局の連絡先》
　【電　　　　　話】８２３－９４００（直通）
　【Ｆ　　Ａ　　Ｘ】８２３－９３５０
　【メールアドレス】kc-260100@city.kochi.lg.jp

議会に対するご意見・ご要望をお寄せください。

　

民
権
ば
あ
さ
ん
こ
と
楠
瀬
喜
多
を
描

い
た
小
説
「
天
ま
で
の
ぼ
れ
」
（
地
元

作
家
・
中
脇
初
枝
著
）
４
６
３
ペ
ー
ジ

を
ゆ
る
ゆ
る
読
み
ま
し
た
。

　

喜
多
さ
ん
は
、
明
治
維
新
か
ら
10
年

程
し
か
た
っ
て
お
ら
ず
、
日
本
に
国
会

さ
え
な
か
っ
た
時
代
に
、
高
知
で
女
性

参
政
権
を
主
張
し
た
の
で
す
。
彼
女
が

目
指
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実

現
は
、
１
５
０
年
経
っ
て
な
お
１
４
８

カ
国
中
１
１
８
位
！
ま
だ
ま
だ
遠
い
。

喜
多
さ
ん
、
が
ん
ば
り
ま
す
ね
。

（
議
会
広
報
広
聴
委
員　

岡
﨑
邦
子
）

　
　
◇
◇ 

休
　
憩
　
室 

◇
◇
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会
派
の
意
見

６
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

市
民
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党
・
中
道
の
会

公
　
明
　
党

　

今
定
例
会
で
は
、
令
和
７
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
と
し
て
、
国
の
「
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」
約
１
億
３
千
万
円
を
活
用
し
た

市
立
お
よ
び
民
営
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
等
に
通
う
児
童
の
保
育
料
な
ら
び

に
市
立
小
・
中
学
校
等
の
給
食
費
を
１

カ
月
間
免
除
す
る
予
算
議
案
な
ど
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
質
問
に
は
５
人

が
登
壇
し
、
「
行
財
政
改
革
」
、
「
犯

罪
被
害
者
支
援
」
、
「
地
区
別
事
前
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
、
「
消
防
広
域

化
」
、
「
長
浜
小
学
校
児
童
プ
ー
ル
事

故
」
、
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

な
ど
多
く
の
市
政
課
題
や
取
り
組
み
に

対
し
て
、
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
子
育
て
世

代
に
対
す
る
重
点
的
な
支
援
は
、
直
接

的
に
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
高
く
評

価
し
、
予
算
議
案
を
含
む
16
議
案
が
全

会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
定
例
会
、
桑
名
市
長
か
ら
の
提
案

説
明
に
も
あ
り
ま
す「
人
口
減
少
対
策
」

や
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
」
と
い
っ

た
中
長
期
的
な
課
題
に
対
す
る
取
り
組

暮
ら
し
と
い
の
ち
を
守
る
市
政
を

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
市
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
支
援
策
は
、
喫
緊
の
課
題

で
す
。
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
市
立
小

中
学
校
等
の
給
食
費
、
な
ら
び
に
保
育

所
等
の
保
育
料
の
１
カ
月
免
除
が
盛
り

込
ま
れ
た
補
正
予
算
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
授
業
中
の
痛
ま
し
い
事
故
を

受
け
、
教
員
増
員
な
ど
安
全
対
策
の
抜

本
強
化
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
の
消
防
本
部
を
単
一
組
織
に
集
約

す
る
「
県
一
消
防
」
に
つ
い
て
は
、
拙

速
な
判
断
や
性
急
な
計
画
、
消
防
力
の

低
下
な
ど
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
対
策
や
国
保
料
軽
減
、
訪

問
介
護
の
報
酬
改
定
な
ど
４
つ
の
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で

否
決
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の

声
を
ま
っ
す
ぐ
議
会
に
届
け
ま
す
。

政
府
の
物
価
高
騰
対
策
の
臨
時
交
付
金

の
補
正
予
算
を
可
決

　

今
議
会
で
は
小
学
校
の
プ
ー
ル
授
業

再
開
に
つ
い
て
、
ま
た
教
育
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
補
修
工
事
や
、
県
一
消
防

　

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て

３
年
が
過
ぎ
、
世
界
で
は
ト
ラ
ン
プ
関

税
の
先
行
き
が
日
本
経
済
に
も
暗
い
影

を
落
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
物
価

高
騰
が
止
ま
ら
ず
こ
の
米
騒
動
。
長
年

の
減
反
政
策
は
米
農
家
の
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
を
加
速
さ
せ
食
料
自
給
率
39

％
を
直
撃
す
る
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
６

月
議
会
で
は
、
岡
﨑
豊
議
員
が
本
市
農

業
に
お
け
る
農
協
の
役
割
と
連
携
の
強

化
、
神
岡
俊
輔
議
員
が
消
防
の
県
一
広

域
化
の
諸
課
題
、
楠
目
慎
一
郎
議
員
は

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
人
口
減
少
対

策
、
岡
﨑
邦
子
議
員
は
「
女
性
支
援

法
」
、
養
育
費
の
未
払
い
に
つ
い
て
等
、

各
自
が
具
体
的
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら

参
　
政
　
党

日
本
共
産
党

み
と
並
行
し
て
、
昨
今
の
物
価
高
騰
へ

の
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
一
人
一

人
に
寄
り
添
っ
た
政
策
の
実
現
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
会
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
議

長
・
副
議
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
わ

が
会
派
か
ら
議
長
に
「
清
水
お
さ
む
」

議
員
、
副
議
長
に
「
氏
原
嗣
志
」
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
議
長
・
氏
原
副
議
長
、
会
派
新

体
制
の
も
と
、
残
る
任
期
も
市
政
発
展

に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

徳
島
県
神
山
町
で
は
２
年
前
か
ら
町

営
バ
ス
を
や
め
て
タ
ク
シ
ー
に
転
換
し

た
。
運
賃
の
85
％
を
町
費
で
賄
う
か
ら

町
民
の
負
担
は
バ
ス
代
程
度
。
し
か
も

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
利
便
性
が
高
い
。

ぜ
ひ
高
知
市
で
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

本
市
の
あ
る
べ
き
姿
、
方
向
を
執
行
部

に
た
だ
し
ま
し
た
。

　

「
政
治
は
地
方
か
ら
」
を
届
け
た
い
。

　

物
価
上
昇
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
今
議
会
で
は
県

の
広
域
消
防
の
在
り
方
が
論
議
さ
れ
ま

し
た
。
県
都
と
し
て
期
待
さ
れ
る
役
割

と
本
市
の
厳
し
い
財
務
状
況
と
の
折
り

合
い
の
つ
け
方
は
悩
ま
し
い
問
題
で
す
。

広
域
化
、
自
治
会
の
負
担
軽
減
、
ご
み

問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
高
知
市

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　

さ
て
高
知
市
に
は
物
価
高
騰
対
策
の

た
め
に
、
国
か
ら
１
億
３
７
０
０
万
円

の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
が
配
分
さ
れ
、
市
立
小
中

学
校
・
特
別
支
援
学
校
の
給
食
費
と
保

育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の
保
育
料
等

の
令
和
７
年
９
月
分
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

わ
が
会
派
で
は
、
子
育
て
世
帯
だ
け

で
な
く
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

全
市
民
の
サ
ポ
ー
ト
を
、
今
後
と
も
多

面
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さ
き
が
け
高
知
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６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

４
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
総
務
、
経
済

文
教
、
厚
生
の
各
分
科
会
で
質
疑
を
行

っ
た
後
、
26
日
の
全
体
会
で
討
論
・
採

決
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

経
済
文
教
委
員
会

　
　

５
月
28
日

　

プ
ー
ル
授
業
再
開
に
向
け
て
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
第
四
小
学
校
プ
ー
ル
改
築

工
事
請
負
契
約
締
結
議
案
の
審
査
を
行

い
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会

▼
特
別
委
員
会
▲

５
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

委
員
会
の
活
動

委
員
会
の
活
動

総
務
委
員
会

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　

５
月
２
日

　

令
和
６
年
度
行
政
改
革
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

５
月
12
～
13
日
（
委
員
会
視
察
）

○
熊
本
県
荒
尾
市
＝
公
共
施
設
包
括
管

理
業
務
に
つ
い
て

○
福
岡
県
久
留
米
市
＝
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

　

ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て

○
福
岡
県
北
九
州
市
＝
市
政
変
革
推
進

室
、
北
九
州
市
契
約
改
革
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

　
　

５
月
21
～
22
日
（
委
員
会
視
察
）

○
岡
山
県
岡
山
市
＝
商
店
街
振
興
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

○
岡
山
市
奉
還
町
商
店
街
＝
商
店
街
の

活
性
化
に
つ
い
て

○
愛
媛
県
松
山
市
＝
地
域
公
共
交
通
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

６
月
３
日

　

令
和
７
年
度
第
１
回
高
知
市
地
域
公

共
交
通
会
議
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
議

案
な
ど
７
件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
、

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
ま
た
は
承

認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
使
用
料
・
手
数
料
の
改
定
に

つ
い
て
な
ど
３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金

（
不
足
額
給
付
）
の
実
施
に
つ
い
て
な

ど
３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

厚
生
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

23
日
に
、
薊
野
大
橋
耐
震
補
強
工
事

（
そ
の
２
）
請
負
契
約
締
結
議
案
な
ど

４
件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ

も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
左
右
衛
門
排
水
機
場
Ｎ
ｏ
・

２
ポ
ン
プ
設
備
工
事
な
ど
４
件
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会

南
海
地
震
等
災
害
対
策
調
査

　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　

５
月
12
～
13
日
（
委
員
会
視
察
）

○
宮
城
県
名
取
市
・
仙
台
市
＝
復
興
計

画
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

７
月
14
日

　

地
区
別
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
、
本
市
議
会
だ
よ
り
の

編
集
を
担
う
広
報
広
聴
委
員
会
も
メ
ン

バ
ー
が
新
た
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
６

年
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
の
方
々
と
の
意

見
交
換
会
「
議
会
に
言
う
て
や
」
は
大

変
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も

継
続
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
年
度

も
地
域
に
お
い
て
実
施
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

６
月
定
例
会
に
は
地
元
大
学
生
の
傍

聴
も
あ
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

傍
聴
は
議
員
と
し
て
も
う
れ
し
い
も
の

で
す
し
、
執
行
部
と
し
て
も
答
弁
に
気

持
ち
が
こ
も
り
ま
す
。
ど
の
議
員
が
ど

ん
な
質
問
を
す
る
か
。
ぜ
ひ
お
時
間
の

あ
る
と
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
議
会
広
報
広
聴
委
員
）

編

集

後

記



第　238　号令和７年９月１日 高知市議会だより⑪

猪
野
　
　
恵

西
村
　
昭
夫

〇

賛成者は〇とし、反対者は×とします。採決に加わっていない者は／とします。議長は採決に加わっていません。

◆議員提出議案　議決結果

〇 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇

× ×

×

高知市議会
公　明　党

〇 〇〇

市議第11号 否　決(少数) × × × × × ×

市民クラブ
日本共産党
高知市議団

参
政
党

〇 〇

× × 〇 〇× 〇 〇 × × ×〇 ×

〇 〇

× × ×

× × × × × × 〇 〇 〇 〇

× 〇 〇× × × ×

〇 〇

×〇 〇 〇 〇 〇 〇× 〇 〇 〇

〇市議第８号

市議第10号 否　決(少数) × × × ×

〇× × ×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇× ×

× ×

〇

市議第９号 否　決(少数) × × × × × ×

× × × × × 〇〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇〇× × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇〇

神
岡
　
俊
輔

岡
﨑
　
邦
子

木
村
　
　
亘

楠
目
慎
一
郎

× ×否　決(少数) × × 〇× × 〇 〇

山
根
　
堂
宏

髙
木
　
　
妙

〇

×

伊
藤
　
弘
幸

〇 〇 〇 〇× × × ×

髙
橋
　
裕
忠

横
山
　
公
大

甲
木
　
良
作

大
田
　
芳
男

藤
川
　
裕
介

× ×

〇 〇× ×

議案番号

議 決 結 果

さ
き
が
け
高
知

竹
村
　
邦
夫

和
田
　
勝
美

清
水
お
さ
む

𠮷𠮷
永
　
哲
也

戸
田
　
二
郎

氏
原
　
嗣
志

平
田
　
文
彦

浜
口
　
卓
也

大
久
保
尊
司

野
村
　
栄
一

伴
　
　
武
澄

迫
　
　
哲
郎

下
本
　
文
雄

浜
口
佳
寿
子

宮
本
　
直
樹

藤
木
真
由
美

岡
田
は
る
か

岡
﨑
　
　
豊

長
尾
　
和
明

可決(全員)

同意(全員)

同意(全員)

異議なき旨
答申(全員)

市議第９号
地方における訪問介護報酬の期中改定を
求める意見書議案

否決(少数)

議案番号 件　名 議決結果

市第97号

市第98号

市第99号

件　名 議決結果

高知市税条例の一部を改正する条例につ
いての市長専決処分の承認議案

承認(全員)

◆令和７年第508回定例会　議決結果

◆市長提出議案　議決結果

議案番号 件　名 議決結果 議案番号 件　名 議決結果

市第81号令和７年度高知市一般会計補正予算 可決(全員)

市第92号
高規格救急自動車（高知市北消防署旭出
張所）購入契約締結議案

可決(全員)

市第84号高知市税条例の一部を改正する条例議案 可決(全員)

市第85号 可決(全員)

可決(全員)

可決(全員)

市議第７号 可　決(多数) × × × ×

市議第７号
地方消費者行政に対する恒久的な財源確
保等を求める意見書議案

可決(多数)

×

塵芥収集車（回転板式ワイドキャブ）購
入契約締結議案

訴訟の提起について

令和７年度高知市一般会計補正予算

監査委員の選任議案

固定資産評価審査委員会委員の選任議案

人権擁護委員推薦についての諮問議案

市第87号
第四小学校プール改築工事請負契約締結
議案

可決(全員)

市第88号
たかじょう庁舎空調設備等改修工事請負
契約締結議案

可決(全員)

市第86号
薊野大橋耐震補強工事（その２）請負契
約締結議案

可決(全員)

市第94号

市第95号

市第96号

市第93号
塵芥収集車（回転板式標準キャブ）購入
契約締結議案

可決(全員)

市第82号
令和７年度高知市収益事業特別会計補正
予算

可決(全員)

市第83号
令和７年度高知市介護保険事業特別会計
補正予算

可決(全員)

市第91号
非常備消防ポンプ自動車（高知市消防団
初月分団、浦戸分団、潮江分団、小高坂
分団）購入契約締結議案

可決(全員)

市議第10号
重層的支援体制整備事業交付金の拙速な
方針転換を行わないことを求める意見書
議案

※議案等について、賛成、反対の双方あった場合のみ、表示しています。

会派・議員名

自由民主党・中道の会

×

×

×

市第89号
災害用マンホールトイレ上部構造物購入
契約締結議案

可決(全員)

可決(全員)市第90号
水槽付消防ポンプ自動車（南３号）購入
契約締結議案

上
田
亜
矢
子

市議第８号
消費税の減税を含む物価高騰対策の実施
を求める意見書議案

否決(少数)
市議第11号

国民健康保険に対する国庫負担の増額等
を求める意見書議案

否決(少数)

市議第６号

否決(少数)

公立医療機関等の厳しい経営状況に対す
る支援策を求める意見書議案

賛 否 一 覧 表

議案

番号

会派名

議員名



第　238　号 令和７年９月１日高知市議会だより ⑫

氏　　名 住　　　所 連絡先 会　　派

議　　長 清　水　おさむ 北本町四丁目４番14-306号　アルファステイツ北本町弐番館 090-5273-4949 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

常任委員会 氏　　名 住　　　所 連絡先 会　　派

総

務

委

員

会

委 員 長 神　岡　俊　輔 横浜新町四丁目931番地 837-5089 090-4782-1241 市 民 ク ラ ブ

副委員長 猪　野　　　恵 南万々20番地148 823-6948 090-4504-4991 公 明 党

委　　員 藤　木　真由美 比島町二丁目３番31-703号　 823-5878 090-7781-8717 日 本 共 産 党

〃 楠　目　慎一郎 前里15番地２　フィネス鳴子 855-4477 080-6034-0169 市 民 ク ラ ブ

〃 伊　藤　弘　幸 大津乙334番地６ 090-4334-4977 公 明 党

〃 迫　　　哲　郎 玉水町６番地　サーパス通町２番館606 872-5571 090-7789-9798 日 本 共 産 党

〃 髙　橋　裕　忠 桟橋通四丁目９番23号　弘田マンション301 050-3695-3396 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 吉　永　哲　也 塚ノ原111番地８ 843-1161 090-8978-5031 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 平　田　文　彦 種崎676番地３ 847-0012 090-9771-7489 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

経
済
文
教
委
員
会

委 員 長 下　本　文　雄 塚ノ原108番地65 090-4472-1517 日 本 共 産 党

副委員長 西　村　昭　夫 潮新町一丁目４番22号　ファミリーメゾン池上Ｂ棟201 090-1578-0157 公 明 党

委　　員 宮　本　直　樹 長浜4038番地３ 841-2777 090-1578-8586 日 本 共 産 党

〃 木　村　　　亘 朝倉本町一丁目４番18-14号 828-4800 090-7781-0601 市 民 ク ラ ブ

〃 横　山　公　大 北本町四丁目４番７号 090-7782-0004 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 浜　口　卓　也 廿代町17番20号　ＳＴ廿代町３階 090-4780-6356 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 髙　木　　　妙 高埇21番13号 090-4333-6350 公 明 党

〃 竹　村　邦　夫 朝倉丁694番地１ 090-8970-3092 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

建
設
環
境
委
員
会

委 員 長 長　尾　和　明 十津四丁目16番５号 090-1170-7240 市 民 ク ラ ブ

副委員長 浜　口　佳寿子 高見町382番地２ 823-9404 090-2892-2409 日 本 共 産 党

委　　員 大久保　尊　司 横内152番地23 090-5149-1927 公 明 党

〃 岡　﨑　邦　子 加賀野井二丁目６番３号 823-4552 090-8697-7137 市 民 ク ラ ブ

〃 野　村　栄　一 中万々34番地11 878-7095 090-5141-5035 参 政 党

〃 藤　川　裕　介 神田1031番地1　コンフォーザ 090-6885-6941 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 和　田　勝　美 土佐山梶谷632番地 090-1002-8864 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 戸　田　二　郎 南久万72番地４ 823-5050 090-2824-5588 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

厚

生

委

員

会

委 員 長 甲　木　良　作 百石町三丁目11番６号 080-1851-0036 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

副委員長 岡　田　はるか 高須三丁目１番59号　カーサ・ローズヴェール 860-7317 090-9450-9150 日 本 共 産 党

委　　員 伴　　　武　澄 西町46番地 822-7408 090-3599-0286 さきがけ高知

〃 岡　﨑　　　豊 朝倉己207番地13 823-9402 090-8978-8219 市 民 ク ラ ブ

〃 上　田　亜矢子 塩田町９番16号 090-1003-0631 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 大　田　芳　男 瀬戸西町二丁目139番地 090-4503-6531 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 山　根　堂　宏 神田1732番地18 832-6015 090-4788-4010 公 明 党

〃 氏　原　嗣　志 春野町弘岡中2236番地 894-2737 090-4330-9410 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

高　知　市　議　会　議　員　名　簿

議　長　清　水　おさむ
副議長　氏　原　嗣　志

令和７年６月12日
就　任

令和７年 6月12日（ ）
（令和７．７. １現在）


